










目的:近年,東南アジア各地でマルゴサ油(Margosa oil,M.oil)を服用した乳幼児に原因不

明の脳症(Reye 症候群等)が多発していることが示唆されて以来,その毒性が注目されてい

る.その後,動物実験においても Reye 症候群に酷似した中毒症状を誘発することが報告さ

れている 1). 

この油は東南アジア産センダン科の植物 Azadirachta india a A.Juss(Neem tree)の種子

油で,苦味強壮・解熱薬として重用されている民間薬である. 

今回われわれは,Ⅰ)M.oi1 の肝ミトコンドリア呼吸鎖に対する作用を物理化学的に溶解し

たM.oilで検討し,2)さらにNeem treeが世界各地に生息するセンダン科の植物であること

から,同科・同属・亜種の日本センダン(Melia Azedrach L・var japoica Makino)の種子油

を粗分離し M.oil の成分と比較した. 


